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❖日　程／　＊常任理事会　11：30 ～ 12：00　≪３F　305 ≫
　　　　　　＊昼　　　食　12：00 ～ 13：00　≪２F　ローズダイニング≫
　　　　　　＊全員協議会　13：10 ～ 14：30　≪３F　オーキッド≫
　　　　　　　　（理事会）

　　　　　　　　報告事項　１．原材料値上げによる要請文について
　　　　　　　　　　　　　２．ILC 年賀はがきについて
　　　　　　　　　　　　　３．DTP 技能検定試験について
　　　　　　　　　　　　　４．古紙回収 収益金寄付について
　　　　　　　　　　　　　５．各支部報告
　　　　　　　　　　　　　６．ＭＵＤセミナー開催のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　７．庶務事項
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　議　　題　１．官公需における知的財産権の取扱いについて
　　　　　　　　　　　　　２．その他（手づくり村 書籍販売について）

　　　　　　＊セ ミ ナ ー　 14：45 ～ 16：45　≪１F　瑞雲の間≫
　　　　　　　　　　　　　セミナー名　「“ 働き方改革 ” について」
　　　　　　　　　　　　　―エンゲージメント向上を実現する「あしたの人事評価」―
　　　　　　　　　　　　　講　師　東田 信也氏　株式会社あしたのチーム　仙台支社支社長
　　　　　　＊新年交賀会　18：00 ～ 20：00　≪２F　亀祥の間≫

　　　　  下期東北地区印刷協議会
　　◆開催日時
　　　平成30年２月 15日（木）13：00～
　　◆開催場所
　　　仙台市青葉区本町「パレスへいあん」
　　◆参  加  者
　　　東北六県役員・来賓・その他66名

（岩手県から、理事長、各委員長 6名、副
委員長1名、事務局の総勢9名が参加）

平成29年度

Ⅰ．全体会議

　東北各地からご参集いただき、有難うございます。
　全印工連からは、滝澤光正副会長、生井義三専務理事、
三島秀夫常務理事のご臨席を頂いております。
　アベノミクスがスタートし、６年目になります。大
企業を中心として好決算が予想され、税収アップが見
込まれるなど、その効果が表れているのも事実です。
しかし、私たち中小企業には、なかなかその効果が届
いていないのも事実であります。経済は、物・金など
の循環を基本としており、いずれ中小企業への波及を
期待しております。
　さて、官公需取引についてです。昨年７月に「平成
29 年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針」が
閣議決定されました。この中で、新たに講ずる主な措
置として、「知的財産権の財産的価値について十分に留
意した契約内容とするように努めるものとする」が加
わりました。このことは、私たち業界にとって大変画
期的なことであり、全印政連、中小印刷産業振興議員
連盟の、日頃の活動の成果とも言えます。この全体会
議の中で、全印工連官公需対策協議会の木村恵也幹事

（岩手工組副理事長）から、官公需における著作権の問
題について説明がありますので、十分にご理解願いた
いと思います。
　今年のＳＯＰＴＥＣとうほくは、９月 28 日～ 29 日
に開催致します。例年は７月上旬頃ですが、世界的な
印刷機材展のＩＧＡＳが、この月に開催されることか
ら、９月としたものです。
　本日、ご出席の皆様には、メーカー・ディーラー様
への出展働きかけをよろしくお願い申し上げます。
　年度末を迎えるにあたり、各位のご健闘を祈念いた
します。

Ⅱ．分科会

１．藤井会長から、平成 30・31 年度東北地区印刷協議
会会長選任について上程され、協議の結果、宮城工
組次期理事長候補者の針生英一氏を選任した。

２．平成 30・31 年度東北地区印刷協議会委員会担当工
組の見直しについて協議した結果、下記の通りに決
定した。

３．平成 30 年度収支予算案について、事務局から上程さ

藤井治夫 東北地区協会長挨拶

理事長会

　１月 19 日（金）花巻温泉「ホテル千秋閣」において、岩手
県印刷工業組合の新年交賀会が開催されました。交賀会に先
立って行われた全員協議会には 21 名が参加、その後、「働き方
改革について」をテーマにセミナーが開催されました。講師は

（株）あしたのチーム仙台支社支社長・東田信也氏で、41 名の
方が熱心に聴講されました。そして、セミナー終了後に開宴さ
れた新年交賀会では参加者 55 名が親睦を深めました。

❖日　時／平成 30 年 1月19 日（金）　12：00 ～　　❖場　所／花巻温泉　「ホテル千秋閣」

平成30年 岩手県印刷工業組合新年交賀会

担 当 工 組 H30 ～ 31 担 当 委 員 会 前 期 委 員 会

山　 形　 県 経営革新マーケティング委員会 経営革新マーケティング委員会

宮　 城　 県 ソ ー シ ャ ル ビ ジ ネ ス 委 員 会 教 育 研 修 委 員 会

秋　 田　 県 教 育 研 修 委 員 会 ソ ー シ ャ ル ビ ジ ネ ス 委 員 会

青　 森　 県 環 境 労 務 委 員 会 環 境 労 務 委 員 会

福　 島　 県 組 織 共 済 委 員 会 組 織 共 済 委 員 会

岩　 手　 県 官 公 需 対 策 委 員 会 官 公 需 対 策 委 員 会

講師　東
ひがしだ

田　信
しん

也
や

 氏　株式会社あしたのチーム 仙台支社長

●東京都生まれ。東京都立大学卒業後、人材開発の研修会社に入社。
●個人、法人向け営業に加え、代理店教育、研修講師として人事領域に携わる。
　「研修だけの教育」に限界を感じる中、会社の仕組みの中で人材を育成するあしたのチーム社の

人事評価制度に出会い、大きな可能性を感じ、2015 年あしたのチーム社に入社。
●認定コンサルタントの資格を取得し、2016 年仙台支社長に就任。
　現在、東北エリアを中心に人事評価制度の構築、運用支援を行っている。
　これまで 70 社以上の人事評価制度運用支援の実績を持つ。

【講師プロフィール】
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れ了承された。
４．第 15 回ＳＯＰＴＥＣとうほく２０１８の開催概要と

出展会社募集協力について、満場一致で了承された。
５．事務局から、４月 10 日（火）開催の「印刷人ステッ

プアップ基礎研修会」について説明、各県工組組合
員に参加案内を推進することで了承された。

６．平成 30 年度の上期東北地区印刷協議会は、30 年６
月 20 日（水）～６月 21 日（木）に秋田工組主管で
開催。会場は「秋田キャッスルホテル」を予定。 

　なお、当日は、全印工連常務理事・経営革新マーケティ
ング委員長の福田浩志氏（㈱ウエマツ代表取締役）によ
る「事業継承問題」について特別講演を予定。

大風　亨 委員長（山形県）
【依頼事項】

１．事業承継支援センターの周知
　事業承継支援センターが開設されてからこれまでの
利用状況は、契約件数１件、問い合わせ件数が 40 件に
なっています。その中で東北は問い合わせ２件となっ
ており、徐々に相談件数が増えています。その問い合
わせの内容としては、企業提携・買収ニーズの登録が
28 件、相談が３件、Ｍ & Ａ（売）の相談が５件、親族
内承継の相談が３件となっています。ただ、事業承継
支援センターというとまだまだマイナスイメージが強
く、もっとセンターを身近な存在として知っていただ
く必要があります。全印工連では、印刷業界のための
事業承継・Ｍ＆Ａセミナーを開催し、２月９日の中部
地区セミナーにて一通り全国での開催を終了いたしま
した。今後は新たな内容にて都道府県単位の開催を行っ
て参りたいと考えていますので、その際には是非各都
道府において開催をお願いいたします。
　また、全印工連ではなぜ事業承継が必要なのか、ど
のようにして取り組めばいいのかを理解するためのガ
イドブックを制作しており、５月に完成を予定してい
ます。事例を豊富に収録し、フローチャートで自社の

状況を把握し、必要な部分を読めば自社に合った取り
組み方法を知ることが出来る冊子となりますのでご活
用ください。全印工連は組合員の事業承継がうまく行
き、また不幸な廃業をなくし、ハッピーリタイアが出
来るように活動して参りますので、今後とも事業承継
センターの周知にご協力をお願いいたします。

２．共創ネットワーク通信の配信拡大と活用
　自社の有益な印刷・デザイン技術・機械・営業ツー
ルなどの情報を全国の組合員に発信する共創ネット
ワーク通信は、リニューアルによって情報の登録がよ
り手軽になりました。また、今期メルマガがカラー化
され従前より見やすく・分かりやすいものになりまし
た。ホームページに検索機能も付与され、仕事を頼み
たい時のデータベースとしても活用できます。自社の
ホームページの代わりにもなりますし、同業者や異業
種の方にＰＲできる絶好のチャンスです。「一度登録し
たけど、なんの反応もなかった」と言われる方も、是
非もう一度登録していただきますようお願いいたしま
す。

【協議事項】

１． 事業承継推進における課題について
　 東北各県の事業承継の状況は、人知れず廃業や倒産
をする組合員が少なくないようです。また、その組合
員のお客様については自然に他の印刷会社に流れてい
きますが、その印刷物の値段はとても安く、引き受け
ることが出来ないものになっています。現在、先行き
不安な印刷業を継続するよりも、後継者が違う道に進
む組合員や、現状の設備が壊れたら更新しないで廃業
したいという組合員も潜在的にかなり多くいるようで
す。
　事業承継は、同じ地域の印工組に相談するよりも、
銀行や税理士等に相談するケースが多くなっています
が、全印工連ではしっかり秘密をお守りする事業承継
センターをご活用いただき、組合員・従業員・お客様
が不幸にならないようにして参りますので、より多く
の組合員に周知をお願いいたします。また、事業承継

支援センターの情報について、各県印工組の理事まで
しか伝わっておらず、すべての組合員に伝わっていな
いようです。分科会に参加された方々は、各県印工組
のすべての会員に周知していただきますよう、よろし
くお願いいたします。
　そして協議の中で、先行き不安な印刷業界をどのよ
うに改善するかという話し合いになり、国の推奨する

「働き方改革」をしっかり進めていくべきであるという
ことが挙げられました。優秀な人材に来てもらうため、
そして優秀な人材を流出しないためには、各組合員が
労働基準法を正しく学び、実践していくことが大切で
す。目の前に仕事があるのに、働き方改革と言って帰っ
てしまうのは正しい改革とは言えません。残業が日常
的にならないようにするのが正しい働き方改革です。
私たち組合員は正しい知識を身につけ、印刷業界が世
の中の目標となるように努力することにより、より良
い事業承継ができるものと確信しております。

【報告事項】

　報告事項は、記載の通りです。
　勝ち残り合宿セミナーは内容も充実し、大変好評で
した。今回は女性の参加者も多く、これからは印刷業
界も女性が活躍することを推進していかなければなり
ませんので、男性・女性問わず、より多くの方々にご
参加いただきますようお願いいたします。
　セミナーは東京開催がほとんどになりますが、大変
充実した内容ですので東京にいらっしゃる時には時間
を合わせていただき是非ご参加くださいますよう、よ
ろしくお願いいたします。
　また今後、ライブ配信やＤＶＤなど、東京に行かな
くても研修を受ける手段を検討してまいります。
事業承継問題がいよいよ身近な問題となってきていま
す。事業承継センターはしっかりと秘密をお守りし、
他に情報が漏えいしたりいたしませんので安心してご
利用ください。そして早めの対応をお願いいたします。

五嶋建二 委員長（秋田県）
【依頼事項】

１．ＣＳＲの普及・啓発のお願い 
２．全印工連ＣＳＲ認定事業の推進、 第 21 期ワンスター

認定募集を２月１日より４月 27 日まで行っておりま
す。３．情報セキュリティー対策の推進、クラウド
バックアップサービス、ＪＰＰＳ、マイウォッチャー
の普及拡大に取り組んでいます。 

４．ＢＣＰ（事業継続計画）対策の推進では有事の際、
従業員や家族の安全、資機材の安定供給など、業種・
地域を越えた取り組みが必要です。 

５．メディア・ユニバーサンデザイン（ＭＵＤ）活動の

推進、 第 11 回ＭＵＤコンペティションの結果報告と、
第 12 回のコンペティションへの参加募集を依頼しま
した。 

【協議事項】

　毎年２回の東北地区印刷協議会の当委員会において、
ソーシャルビジネス委員会という名称のことが、各県
委員から質問が出ていました。全印工連の資料はＣＳ
Ｒ推進委員会なので、合わせた方が良いのではという
ことでした。このことから、そもそも「ソーシャルビ
ジネス」とした経緯を宮城県工組の針生副理事長から
説明を兼ねてミニ講演会をしていただくことになりま
した。「発注」から「創注」へと題してハリュウコミュ
ニケーションズ㈱の取り組み事例を聞かせていただき
ました。何年もかけて今までになかった仕事を造り出
す、単に会社だけのためではなく、地域全体、まさに「四
方よし」に繋がったすばらしい取り組みだと思いまし
た。さて、委員会の名称についてはどちらが正しいと
かの問題ではないと思いますが、90 分という短い時間
に結論が出ることでもありませんでした。委員の中か
らはＣＳＲ・ソーシャルビジネス委員会は？という案
も出ていました。今後も話し合いが必要と思います。

橋浦隆一 委員長（宮城県）
【依頼事項】

１．印刷営業講座・印刷営業士認定試験の開催
　「セールス＆プロデュース（マーケティング）」に重
点を置いた内容に見直を行った印刷営業講座・印刷営
業士認定試験を今年度より開催した。宮城工組、埼玉
工組、長野工組、東京工組の４工組において 100 名以
上が受講・受験する見込みである。来年度もすでに６
工組より実施を検討していると全印工連では確認して
いる。開催にあたっては、日程を講師と調整する必要
があるので、実施または実施を検討される工組は早め
の連絡をお願いする。
　また、講座・試験を実施される際には、可能であれ
ば近隣の工組にも開催案内を送ってもらい、多くの都
道府県より受講・受験者が出るよう、ご協力いただき
たい。

（意見交換）

＊これまでの印刷営業士と比べて合格率があまりにも
低く、同じ名称・同じ資格として実施されているこ
とに違和感がある。（多数意見）

＊東京から離れているほど、講師の旅費等も高額にな
り、また地方の工組は参加見込みも少ないので、実
施に慎重にならざるを得ない。（青森）

＊他工組の収支や実施状況を見ながら、中期的には実
施する方向で検討したいので、情報交換を期待した

教育・研修委員会

経営革新・マーケティング委員会

ソーシャルビジネス委員会

宮城県仙台市宮城野区宮城野1-11-1ダイヤミックビル4F
仙台支店 ☎022(296)3221　

高品質サーマルCTP 水現像CTPプレートセッター

※写真はRICOH Pro C9110に
　オプションを装着したものです。

産業ソリューション事業本部 東北グループ　仙台市青葉区五橋1-5-3　TEL :022-726-3333
岩手支社　岩手県盛岡市本宮3-36-45　TEL :019-631-2211

そこに
宿るのは、
リコーの情熱と
誇りのすべて。

多品種・小ロット・短納期への対応はもちろん、
新たな付加価値の提供や顧客への
ワン・トゥ・ワンでの対応など
印刷ビジネスに求められるニーズは多様化。
ビジネスを支える生産財として、よりハイスペックな
デジタル印刷機が求められています。
リコーの技術を結集したフラッグシップモデル
「RICOH Pro C9110/C9100」。
この一台が、お客様のビジネスを成功へと導きます。
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い。（岩手）
２．全印工連特別ライセンスプログラムの随時募集

　今年度から全印工連特別ライセンスプログラムの周
知・普及を教育研修委員会が行っている。来年度も引
続き各工組における特別ライセンスプログラムの契約
数を増やすために、ご協力をいただきたい。
　特別ライセンスプログラムは adobeCC を通常価格よ
り安く購入できる上、フォトショップ、イラストレー
ター、インデザインと使用頻度の高いアプリのみの特
別プランをさらに低価格で利用できることが強みであ
る。
　興味のある方は気軽に全印工連に問い合わせをして
いただきたい。
 　また、今年度は東京、大阪、愛知でテクニカルセミ
ナーのほかに、長崎、宮城、長野、沖縄の４工組で周知・
普及セミナーが開催された。周知・普及セミナーでは、
最新版ＣＣのアップデート内容やソフトウェアの活用
方法、特別ライセンスプログラムの説明のほか、利用
者からの質疑応答が行われる。講師料・講師交通費の
負担はなく、会場費は５万円まで全印工連が負担する
上、特別ライセンスプログラムの利用を問わず参加で
きるので、是非セミナー開催も工組で検討していただ
きたい。

３．総合求人サイト「イーアイデム」組合員向け特別プ
ランの周知

　上期地区協でご説明した、株式会社アイデムのイン
ターネット総合求人サイト『イーアイデム』の組合員
向け特別プランが昨年 11 月からスタートした。東京の
ほかに滋賀、大阪、岡山、香川の組合員にも既にご利
用いただいている。
　別添チラシのとおり、特別プランの概要は、掲載で
きる画像数や内容量によって異なり、ハイグレードプ
ランとスタンダードプランを通常の６割引の価格で利
用できるというものである。求人掲載の依頼を受ける
と、アイデムの営業拠点のある地域は担当者が写真撮
影等の取材に訪れるが、営業拠点のない地域は、メー
ルでのやり取りで求人内容を編集することになる。
　チラシ上のＱＲコードまたはＵＲＬから特設ページ
に入れるようになっている。入力フォームの記入例も
あり、申し込みは簡単にできるので組合員は積極的に
利用してもらいたい。

【協議事項】

１．技能検定製版職種ＤＴＰ作業の受検者増に向けた取
り組みについて

　今年度の技能検定製版職種ＤＴＰ作業には、20 工組
195 名から受験申請があった。すでに実施されている
工組には来年度も引続き実施をお願いしたい。
　現在、厚生労働省は人材開発支援助成金（旧キャリ

ア形成促進助成金）として従業員を受検させ合格した
場合、制度導入助成として 47．5 万円（生産性要件を
満たす場合 60 万円）の助成金を得ることができる、「技
能検定合格報奨金制度」を設けている。詳細について
は厚生労働省のＨＰで確認をお願いする。また、昨年
度からの 35 歳未満の若年者を対象とした、実技試験受
験料の最大 9,000 円の減免措置もあるので、ご活用い
ただきたい。　
　来年度以降も、学科試験対策セミナーの開催、実技・
技能試験問題の過去問題を各工組に配付を行い、受験
者のフォローアップを行う予定であるので、過去問題
配付をご希望であれば、全印工連へご連絡いただきた
い。
　また、大塚商会の協力により、全国の大塚商会のＰ
Ｃスクール会場を実技試験会場として使用できること
になっている。実技試験会場の確保が問題になってい
る工組において、会場候補の一つとしてご活用いただ
きたい。
　全印工連では、平成 27 年に技能検定の実施要領を作
成し各工組へ配付したが、新たな実施要領を作成して
いる。完成後は各工組に改めて送付するので、未実施
工組におかれては、要領をもとに再度実施検討をお願
いしたい。
　なお、今後の検定実施にあたって、他工組への技能
検定委員の派遣や試験・採点の見学等は全印工連へお
問い合わせいただきたい。全印工連が実施工組と調整
し、適宜対応する体制を整えたい。

（意見交換）

＊実施はしているものの、限られた会社の社員の受検
にとどまっており、まだまだ周知が足りない。県工
組としても取り組むが、全印工連も宣伝をお願いし
たい。（青森）

＊近隣の工組の協力を得ながらスムーズに実施できた。
今後は、自前で検定が実施できるよう、ノウハウを
積み上げていきたい。会場の都合でパソコンが 10 台
程度しか使えないが、今のところたまたま足りてい
る状況だ。（岩手）

＊会社によって、取り組みにばらつきがある。特定の
会社に偏らないよう、全体としての取り組みにして
いく必要がある（山形）

＊試験会場の立地も良く、スムーズに実施することが
できた。時期的には前期実施の方が望ましい。（福島）

＊今回初めての実施だったが、近隣工組の協力もあり、
実施することができた。今後は検定員のスキル向上
に努めたい。（宮城）

＊東北では唯一実施していない状況だが、県工組とし
ても協議の上、取り組んでいきたい。近隣の工組の
協力をぜひお願いしたい。（秋田）

（要望事項）

＊技能試験の過去問も配布したとのことだが、知らな
かった人も多かったのではないか？ より公平な運用
を期待したい。（多数意見）

＊２月の試験は繁忙期と重なり、また気象状況により
交通が麻痺するリスクも高い。前期に変えることは
できないか。（青森）

＊せっかく実施工組の一覧表を付けていただいている
ので、前年度の合格実績も参考資料として付けてほ
しい。（岩手）

２．未来会計図（管理会計エクセルシート）の活用につ
いて

　全印工連は 11 月より、管理会計による収益改善の
啓発を目的として、管理会計の認識が低い、決算書の
見方が分からないといった組合員を対象に作成した管
理会計エクセルシート「未来会計図」をＨＰに掲載し、
相談を受け付けている。今後は全印工連ＨＰの掲載ペー
ジに利用方法等を掲載し、「未来会計図」を使用した組
合支援セミナーの開催も検討している。

【報告事項】

１．技能検定「製版職種ＤＴＰ作業」の新職種名
　全印工連では、名称変更による技能検定の受検者の
増加を目的として、厚生労働省へ職種名変更の要望を
行った結果、厚生労働省の専門調査員会の審議を経て、
職種名は「プリプレス職種」と改称されることとなった。
今後、省令が改正され、平成 30 年４月１日より、「プ
リプレス職種」が新しい名称となり、平成 30 年後期の
検定は技能検定「プリプレス職種ＤＴＰ作業」として
実施される。

２．技能検定「製版職種ＤＴＰ作業」の受検者数
　29 年度、技能検定製版職種ＤＴＰ作業の実施工組は、
28 年度の 18 工組に宮城工組、三重工組を加えた 20
工組となり、195 名の受検申請があった。実技試験は
12 月４日（月）から２月 18 日（日）に実施され、学
科試験は全国統一で２月４日（日）に実施された。合
格発表は３月 16 日（金）である。

３．遠隔教育システムの使用状況について
　教育研修委員会では、遠隔教育システムを利用し、
試行的に東京工組が開催した４つのセミナーの動画を
配信した。そのうち３つは既に配信を終了しているが、
１つは現在配信中である。各動画への視聴数・平均視
聴時間は別添資料のとおりである。

４．組合支援セミナー「あしたの人事評価セミナー」実施
　教育研修委員会が企画した「㈱あしたのチーム」に
よる「“ 働き方改革 ” を実現する 『あしたの人事評価』
セミナー」は、東京工組で２回、香川工組、山形工組、
岩手工組で各 1 回の計５回開催された。来年度も引続
き組合支援セミナーとして継続する予定である。

澤田義治 委員長（青森県）
【依頼事項】

１．環境マネジメントシステム認証・認定の普及推進
（１）ＧＰ（グリーンプリンティング）認定制度
（２）環境推進工場登録制度
（３）環境マネジメントシステム（ＩＳＯ 14001 取得支

援事業）
　「日本の印刷」２月号には、環境労務委員長・副委員
長による環境労務事業への取り組みをテーマにした座
談会と、各認証制度の特徴を比較した一覧が掲載され
ています。一つ認証を取っていれば環境への取り組み
が十分というわけではありません。環境経営の推進や
リスクアセスメント対策に向けて、自社に足りない項
目が何かを検討しながら、各種認証制度に挑戦してみ
てください。
　例えば、日本印刷産業連合会が運営している、環境
に配慮した印刷工場を認定するグリーンプリンティン
グ制度（ＧＰ認定制度）は現在印刷産業全体で 382 工場、
そのうち全印工連は 210 工場が認定されています。ま
た、全印工連ではＧＰ認定の前段階として、比較的取
り組みやすい認定制度「環境推進工場」を運営してい
ます。認定取得の申し込みと環境推進工場については、
各工組での講習会実施をぜひご検討ください。東京工
組主催で年３回開催している講習会には、他工組の組
合員の方も参加可能です。
　また、全印工連ではインターネットを利用した環境
マネジメントシステム「Ｎ et ＥＭＳ」も運営していま
す。国際的な環境認証ＩＳＯ 14001 を安価で通常より
短い期間で取得でき、マニュアルや規定の作成・保存、
一部文書審査をインターネット上で行うことが可能に
なりますので、すでにＩＳＯ 14001 を取得されている
企業におきましてもシステムの乗り換えをご検討して
いただき、詳しくは資料 24 ページにあります。事務局
までお問い合わせください。

２．オフセット印刷工場用 VOC 警報機の販売
　有機溶剤による健康被害から社員を守るために、日
本印刷産業連合会と新コスモス電機が共同で開発した
ＶＯＣ警報器を、特別価格 27,000 円（税込）で販売し
ています。
　実際、購入してどう使えばいいのか？　環境労務委
員会ではＶＯＣ警報器の使用マニュアルのチラシを作
成しました（資料 28 ページ参照）。「日本の印刷」２月
号に掲載している他、全印工連ホームページからもダ
ウンロードできます。大きくして工場に掲げておくな
どもできますので、ご活用ください。

３．「知らなかったでは済まされない / 労働法と労働基準

環境・労務委員会
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法改正案」セミナーの開催
　環境労務委員会では「知らなかったでは済まされな
い / 労働法と労働基準法改正案」を今年度新たに策定
し運営しています。
　政府が進める働き方改革・労働基準法改正にあわせ
て、中小企業でも今後、社内規定の整備が必須となり
ますので、最新の情報を知る機会を設けるためにも、
開催をご検討していただくようお願いしました。
　また昨年、東北地区で開催した山形（9 月 22 日）と
宮城（11 月 1 日）の開催状況の話をうかがった後、今
年は青森（2 月 23 日）、三重（2 月 27 日）、愛知（3
月 13 日）、石川（3 月 19 日）で開催予定であることも
伝えました。
　以上の依頼事項を説明しました。

【協議事項】

１．環境マネジメントシステム認証・認定の周知・啓発
について

　委員の皆様に工組別取得数一覧表（資料 25 ページ）
をご覧いただき、特に「環境推進工場」に関して、東
北地区ではゼロという現状を認識していただいてから
意見等を述べていただきました。
　秋田県ではアンケートを実施したところ、ＧＰまで
はいかないが環境推進工場の取得を目指したいという
企業が１社、検討するとした前向き回答が５社あった
そうですが、その後の進展はないとのこと。
　宮城県では地元独自のオリジナル認証制度（正式名
称は？）があり、それを取得すると、県とか市はそれ
なりの優位性があるようです。その影響等もあるのか、
それ以上の必要性は低くなっている感じがする。
　等々の意見がありましたが、これからの環境経営を
推進していくためにも、環境マネジメントシステムの
認証・認定の取得を目指してほしい旨を、改めてお願
いいたしました。
※なお、青森県にて「環境推進工場登録」の講習会を
４月９日（月）実施することを伝えたところ、隣県の
秋田県の委員から受講希望がありました。おそらく参
加されると思われます。

２．オフセット印刷工場用ＶＯＣ警報器の普及拡大につ
いて

　この前項でも述べた一覧表をご覧いただき、現在ま
での東北地区では購入数 37 個となっているが、そのう
ち今年度だけでは宮城県２個（6 月）、青森県４個（12 月）
の計６個の購入数となっている現状を説明しました。
　環境経営を推進するうえでは必要な警報器ですので、
作成した使用マニュアルをよくご覧になって、ＶＯＣ
警報器の活用を再度お願いいたしました。
＊この警報器を使用している委員より、「社員から、調

べたら溶剤でもインキでも該当する成分が入ってい

を促すべく文書が経済産業大臣より通達されています。
　また、各地方経済産業局が主催し、発注者（国の地
方支分部局、地方公共団体等、及び各都道府県中小企
業団体中央会とその傘下組合員）に対し、平成 29 年度
官公需対策地方推進協議会を開催して、その周知を徹
底しました。東北では８月 23 日～９月８日に開催され
ています。
　７月 25 日のこの閣議決定を受けて、９月１日と 10
月 19 日に官公需対策協議会を開き、今回の決定の中身
についてのパンフレット作成に入り、12 月の完成とな
りました。パンフレットは組合員に配布するとともに、
地方公共団体にも届け、印刷物発注担当者に官公需に
おける知的財産権の適切な取り扱いに理解をより深め
ていただくよう活用していく。

２．「大きく変わる知的財産権の取り扱い」セミナーの開催
　「平成 29 年度中小企業者に関する国等の契約の基本
方針」に新たに講じられた主な措置として、「知的財産
権の財産的価値について十分に留意した契約内容とす
るように努めるものとする」が加わったことの内容を
中心に、本セミナーを開催する。
　本セミナーは、受発注者双方の官公需における著作
権の理解を深め、基本方針の実効性を高めることを目
的に、講師は、全印工連官公需対策協議会議長及び幹
事が務め、各都道府県印刷工業組合単位で開催する。

３．印刷会社の「著作権」セミナーの開催
　平成 29 年度は、次の６工組で６回開催された。

　５月 19日…岩手工組　　６月 23日…福岡工組
　10月 18日…長野工組　　10月 18日…長崎工組
　10月 20日…宮崎工組　　10月 27日…新潟工組

立花志明 委員長（福島県）
【依頼事項】

１．平成 30 年度共済加入促進キャンペーンの推進
　平成 30 年度共済加入促進キャンペーンは、例年どお
り９月１日から翌年３月 31 日までの期間に予定してい
ます。対象となる制度も例年と同じく、生命共済、せ
つび共済、医療・がん共済の３制度です。共済３制度
への加入促進にご協力いただけますようお願いしまし
た。

２．生命共済制度の更新処理
　生命共済制度の更新処理に関しては例年どおりで、
制度内容の変更はありません。また、加入・脱退、契
約の訂正・変更等の取り扱いはスケジュールに基づい
て行われているため、締切日の再確認をお願いいたし
ました。

【協議事項】

１．平成 30 年度共済加入促進キャンペーン地区毎の重点

ないものを使用しているのに警報器を購入する必要
がないのでは？ また、そういうものしか使ってない
のになぜ鳴るのでしょうか？ センサーが壊れている
のでは？ など、突っ込まれて返答に困った」という
意見（？）もありました。

【報告事項】

１．平成 29 年度地域別最低賃金の改定
　平成 29 年度地域別最低賃金の全国平均は 848 円と、
昨年を 25 円上回っています。地域別最低賃金を下回る
賃金を支払った場合には罰則の他、ハローワークや職
業紹介事業所などで新卒求人情報が受け付けられなく
なる（一定期間）こともありますので、気を付けてい
ただきますよう周知しました。

その他：

　第 17 回の「印刷産業環境優良工場表彰」の応募は終
わりましたが、次回の際には 1 社でも多くの企業が応
募されることをお願いし、周知しました。
　また「モデル就業規則」改訂版がいつ頃になるのか
との質問があり、「働き方改革」など今国会で審議中の
事項もあって明確には言えませんが、全印工連では年
度中を目指し、データで配布する予定と返答しておき
ました。

木村恵也 委員長（岩手県）
【報告事項】

1．「大きく変わる知的財産権の取り扱い」の周知・啓発
　全日本印刷工業組合と全日本印刷産業政治連盟が予
てより要望していた官公需取引における著作権の適切
な取り扱いについて、平成 29 年７月 25 日の閣議で決
定された「平成 29 年度中小企業者に関する国等の契約
の基本方針」で新たに講ずる主な措置として、「知的財
産権の財産的価値について十分に留意した契約内容と
するように努めるものとする」が加わりました。
　この基本方針により、官公需の仕様書や契約書に「著
作権を無償で譲渡する」や「無償で利用する」という
記載がありましたが、無償ではダメだということにな
りました。
　また、印刷用データ等の中間生成物も、著作権同様
に財産的価値に配慮が必要です。
　印刷用データの中間生成物はアナログの時代から特
約が無い限り、印刷会社が所有権を持つものですが、
中間生成物についてもその財産的価値が認められると
いうことが、経済産業省・中小企業者庁作成のチラシ
に明記されました。
　知的財産権の財産的価値に配慮するためには「知的
財産権の利用範囲の特定・明確化」が必要です。これ
は国の基本方針ですが、各都道府県や市町村にも理解

工組の選定について
　平成 30 年度共済キャンペーン重点工組（予定）につ
いてご協議したところ、過去の順番に倣って「青森県・
岩手県」を重点工組とすることに決まりました。

２．共済加入促進キャンペーンの展開について（意見・
情報交換）

　各県の取り組みをそれぞれ発表いただき協議いたし
ましたが、

・すでに他団体で加入の共済制度がある
・印刷の取引で付き合いがある会社の共済制度に加

入している
・共済制度を促進する体制ができていない（事務局

任せ）
　など、うまくいっていない理由が挙げられた中、「共
済制度単独の取り組みではなく、組合員増強活動の際
に伝えるメリットとして、組合の共済制度の魅力を伝
えたらどうか」とういう提案がありました。

３．組合員加入の促進について（意見・情報交換）
　各県の取り組みをそれぞれ発表いただき協議いたし
ましたが、各県理事長の方針に違いがあり、県として
ではなく、各支部単位で支部の事情も勘案して活動し
ている県が多いようです。

【報告事項】

１．組合員加入挙績工組の表彰基準の改定
　組合員加入挙績工組表彰は今年度の通常総会で初め
て表彰を行いましたが、「１年前と比べて組合員数が増
加した工組に報奨金３万円を贈呈する」という表彰基
準に対し、昨年８月に行われた「平成 29 年度 第２回
組織共済委員会」で再度報奨金の金額や表彰区分につ
いて検討を行いました。
　その結果、平成 30 年度からは「組合員１～３社増加：
３万円、組合員４社以上増加：５万円」に基づき、報
奨金を贈呈することとなりました。
　平成 30 年１月１日現在の全国組合員異動状況では、
表彰の対象工組は、千葉県工組は報奨金５万円、宮城県・
福島県・兵庫県の各工組は報奨金３万円の４工組とな
ります。

組織・共済委員会

官公需対策委員会
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トピックス 編集後記
今年は厳しい寒さが続き降雪も非常に多く、組合事務所周辺の雪融けはな
かなか進みません。まだしばらくは長靴での出勤です。
さて、今年度、東北地区印刷協議会や全工連フォーラム等に参加させてい
ただきました。その中で、各事務局の方々と他工組での取り組みや問題点
等さまざまな意見を交換することができました。参考にさせていただき、
ぜひ取り入れていきたいと思います。
また、日頃の組合活動を情報交換の場としても、より多くの組合員の皆様
にご参加していただけるようにしていきたいと感じました。
あっという間に年度末 3月となりました、至らぬ点が多々あったかと思い
ますが、来年度もよろしくお願いいたします。（Ｉ）

《訃報》

有限会社 山本印刷
　　代表取締役社長　山本　亨氏の

ご尊父　山本　惣吉様
平成 29 年 12 月 31 日永眠されました。
享年 94 歳。

心よりご冥福をお祈りします
第 22 回「古紙回収」　―今年度第 3 回目の実施―
平成29年10月11日（水）

盛岡市民育樹祭に参加して「杉の枝打ち作業」を体験
平成29年10月14日（土）

岩手県緑化推進委員会へ「古紙回収収益金」を寄付
平成29年11月8日（水）

MUD セミナー開催
平成30年2月16日（金）

国家検定（厚生労働省所管）のDTP 技能検定試験に 10 名が挑む
平成30年1月21日（日）

　平成 29 年 10 月 11 日（水）15：00 から、協力事業所数 27 社が古紙回収を実施し
ました。
　当日は、あいにくの雨で駐車場がぬかるみ、組合事務所内に 80 個ほどある古紙袋を
天井近くまで積み上げました。皆様のご協力に改めて感謝申し上げます。

　平成市民の森で平成 29 年 10 月 14 日（土）10：00 から行われた育樹祭に９名が
参加して、今年は森の手入れのため、杉の枝打ち作業を体験し、機械を使用しての枝
打ちを見学しました。森を育てるためには何十年という長い期間、多くの手間がかか
りますが、その作業を行うことで自然災害を防ぐことができ、また、良質な木材をつ
くることができるのだそうです。林業について触れることができた、とても良い機会
でした。

　盛岡副市長へ斎藤理事長と吉田盛岡支部長より、古紙回収の収益金 10 万円を岩手県
緑化推進委員会宛てに贈呈しました。この寄付金は、県内の緑化推進のため町内会へ
苗木を配布したり、子供たちにもっと、木に触れる機会をもってもらおうと、県産材
を利用した木工教室などに活用されます。

　リコージャパン株式会社様のご協力により、講師　小粥将直 様（NPO 法人 メディア・
ユニバーサル・デザイン協会 理事）をお招きして MUD セミナーを、アイーナ いわて
県民情報センターで開催しました。参加者 40 名。
　【MUD 基礎講座　実践編】と題し、経営・営業・制作の視点から考えた、MUD の基
礎知識および同業者や自治体の取り組み事例について講演いただきました。耳栓を使っ
てのグループワークは、聴覚に障害があるの方とのコミュニケーションの取り方につ
いて多くの気づきがありました。
　また、講演後、リコージャパン株式会社様の MUD の取り組み事例について、多数ご
紹介いただき、好評のうちに終了いたしました。
　皆様からいただいたアンケート結果を参考に、来年度も引き続きセミナーを実施致します。
　ご参加お待ちしております。

　岩手県立産業技術短期大学校で DTP 技能検定の実技試験が実施され、また平成 30 年 2 月 4 日（日）にはアイーナを会場
に学科試験が行われました。今年の受験者は 1 級が 3 名、2 級が 7 名（実技のみ 5 名）の計 10 名でした。合格発表は 3 月
16 日（金）です。来年度も検定試験を実施いたします。皆様のお申し込み、お待ちしています。

前回の答え

前回の答えは　　　「３．59年」
でした。

組合役員による厳正なる抽選の結果、株式会
社菊忠印刷　細川ひろ子さんが当選されまし
た。おめでとうございます。
今回も素敵な賞品を準備して、たくさんの応
募をお待ちしています。

　「平成」の和暦とも、まもなくお別れですね。
　さて今回は、その “平成 ”に因んだクイズをば。

今や死語と化しつつある言葉の一つに「半ドン」があります。平成生まれ
の人たちにとっては、「それ、なに？」の類いかも…。ハイ、ここで問題デス。
官公庁や学校、企業などが「半ドン」ではなく、「土曜休み」になり、岩手
県で完全週休２日制がスタートしたのは、平成●年８月１日からでした。●
に該当するのは、何年だったでしょうか。
▪送り先／�答え、会社名、氏名をご記入のうえ当組合事務所（当紙表

紙に記載）まで FAX でご回答下さい。
▪応募締切／平成 30 年５月７日（月）（当日消印有効）
▪当選発表／景品の発送後、ご本人の承諾を得て
　　　　　　次号に掲載
▪個人情報は商品の発送のみに利用します。

Q. クイズコーナー

今
回
の
景
品

花巻温泉入浴回数券
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＊現像廃液・定着廃液及び古フィルム、廃油、洗浄液の処理を御用命下さい。

〒028-7801 岩手県久慈市侍浜町堀切11-136-5

TEL 0194-58-3833 FAX 0194-58-3057

長代商店は皆様の産業廃棄物の処理に
誠意をもってお手伝い申し上げます。
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http://www.yoshikawa.co.jp

α『紙　α』の未来を考える。

吉川紙商事株式会社
仙台支店 〒980-0014
仙台市青葉区本町 2-10-28 カメイ仙台グリーンシティ 6階
TEL 022-264-8971 FAX 022-264-8973


